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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非磁性材料を用いたコアと、
　前記コアに巻回された第１ワイヤおよび第２ワイヤと、
　前記コアに設けられると共に、前記第１ワイヤが接続される第１電極部および第２電極
部と、
　前記コアに設けられると共に、前記第２ワイヤが接続される第３電極部および第４電極
部と
を備え、
　自己共振周波数は、７００ＭＨｚ以上であり、かつ、１ＭＨｚ以下の周波数帯でのコモ
ンモードインダクタンスは、３００ｎＨ以下である、ワイヤレス充電用回路用のコモンモ
ードチョークコイル。
【請求項２】
　７００ＭＨｚ以上の周波数帯の少なくとも一部でコモンモードインピーダンスが１８０
Ω以上である、請求項１に記載のコモンモードチョークコイル。
【請求項３】
　自己共振周波数が７００ＭＨｚ、８００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、１．５ＧＨｚ、１．７
ＧＨｚ、２．０ＧＨｚ、２．４ＧＨｚのいずれか一つの周波数付近である、請求項１また
は２に記載のコモンモードチョークコイル。
【請求項４】
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　前記第１ワイヤ、前記第２ワイヤそれぞれの巻回数は、１ターン以上５ターン以下であ
る、請求項１から３の何れか一つに記載のコモンモードチョークコイル。
【請求項５】
　コモンモードインピーダンスについて、自己共振周波数におけるピーク値の半値幅は、
１００ＭＨｚ以下である、請求項１から４の何れか一つに記載のコモンモードチョークコ
イル。
【請求項６】
　前記コアは、第１端および第２端に設けられた第１鍔部および第２鍔部と、前記第１鍔
部と前記第２鍔部とを接続する巻芯部とを有し、
　前記ワイヤは、前記巻芯部に巻回され、
　前記第１電極部、前記第２電極部、前記第３電極部および前記第４電極部は、前記第１
鍔部に設けられている、請求項１から５の何れか一つに記載のコモンモードチョークコイ
ル。
【請求項７】
　前記コアは、第１端および第２端に設けられた第１鍔部および第２鍔部と、前記第１鍔
部と前記第２鍔部とを接続する巻芯部とを有し、
　前記ワイヤは、前記巻芯部に巻回され、
　前記第１電極部および前記第３電極部は、前記第１鍔部に設けられ、前記第２電極部お
よび前記第４電極部は、前記第２鍔部に設けられている、請求項１から５の何れか一つに
記載のコモンモードチョークコイル。
【請求項８】
　定格電流は、１Ａ以上である、請求項１から７の何れか一つに記載のコモンモードチョ
ークコイル。
【請求項９】
　前記第１ワイヤ、前記第２ワイヤのそれぞれの径は、１００μｍ以上である、請求項１
から８の何れか一つに記載のコモンモードチョークコイル。
【請求項１０】
　インバータと、
　コイルとコンデンサを含むＬＣ共振回路と、
　前記インバータと前記ＬＣ共振回路の間に接続された請求項１から９の何れか一つに記
載のコモンモードチョークコイルと
を備え、
　前記コモンモードチョークコイルは、低周波帯の電力を無線で送受電する際、高周波帯
の外来ノイズを除去する、ワイヤレス充電用回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コモンモードチョークコイルおよびワイヤレス充電用回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コモンモードチョークコイルとしては、特開２００３－１３３１４８号公報（特
許文献１）に記載されたものがある。このコモンモードチョークコイルは、フェライトコ
アと、コアに巻回された複数のワイヤと、コアに設けられると共に複数のワイヤが接続さ
れる複数の電極部とを有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１３３１４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　コモンモードチョークコイルは、一般に、差動信号を送受信する回路において、外来ノ
イズ（コモンモードノイズ）を除去する用途に用いられるが、それ以外にも非常に多岐な
用途に展開が可能であると考えられる。例えば、今後普及していくと考えられるワイヤレ
ス充電器など、数百ｋＨｚの低周波数帯の電力を無線で送受電する回路（ワイヤレス充電
用回路）において、携帯電話やワイヤレスＬＡＮなどの通信電波を主とした高周波帯（数
百ＭＨｚ～数ＧＨｚ超）の外来ノイズを除去するような用途が考えられる。
【０００５】
　そこで、本開示の目的は、低周波帯の電力を無線で送受電する回路において、高周波帯
の外来ノイズを除去するのに適切なコモンモードチョークコイルおよびそのようなコモン
モードチョークコイルを備えるワイヤレス充電用回路を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため、本開示の一態様であるコモンモードチョークコイルは、
　コアと、
　前記コアに巻回された第１ワイヤおよび第２ワイヤと、
　前記コアに設けられると共に、前記第１ワイヤが接続される第１電極部および第２電極
部と、
　前記コアに設けられると共に、前記第２ワイヤが接続される第３電極部および第４電極
部と
を備え、
　自己共振周波数は、７００ＭＨｚ以上であり、かつ、１ＭＨｚ以下の周波数帯でのコモ
ンモードインダクタンスは、３００ｎＨ以下である。
【０００７】
　本開示の一態様であるコモンモードチョークコイルでは、７００ＭＨｚ以上の高周波数
帯で自己共振が発生し非常に高いインピーダンスを示す一方、１ＭＨｚ以下の低周波数帯
でのインダクタンスが低い。
【０００８】
　このとき、自己共振が発生する特定の高周波域においてコモンモードノイズ除去の効果
が大きく発揮される。一方、低周波帯の電力を無線で送受電する回路が有するＬＣ共振回
路にコモンモードチョークコイルのインダクタンスが与える影響は小さく、ＬＣ共振回路
の発振やマッチングへの悪影響を低減できる。したがって、低周波帯の電力を無線で送受
電する回路において、高周波帯の外来ノイズを除去するのに適切なコモンモードチョーク
コイルが得られる。
【０００９】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、７００ＭＨｚ以上の周波数帯で
コモンモードインピーダンスが１８０Ω以上である。
【００１０】
　前記実施形態によれば、高周波域でのノイズをより確実に除去できる。
【００１１】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、自己共振周波数が７００ＭＨｚ
、８００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、１．５ＧＨｚ、１．７ＧＨｚ、２．０ＧＨｚ、２．４Ｇ
Ｈｚのいずれか一つの周波数付近である。
【００１２】
　前記実施形態によれば、携帯電話のキャリア周波数、無線ＬＡＮの通信周波数などの外
来ノイズの強度が大きな周波数付近で高いインピーダンスが得られるので、効果的にイミ
ニティーの対策が可能となる。
【００１３】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、前記第１ワイヤ、前記第２ワイ
ヤのそれぞれの巻回数は、１ターン以上５ターン以下である。
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【００１４】
　前記実施形態によれば、より確実に低インダクタンスを実現できると共に、コイルの浮
遊容量を小さくでき、より高い自己共振周波数を設定することができる。
【００１５】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、コモンモードインピーダンスに
ついて、自己共振周波数におけるピーク値の半値幅は、１００ＭＨｚ以下である。
【００１６】
　前記実施形態によれば、自己共振周波数におけるインピーダンスの立ち上がりが鋭くな
り、高周波域においてノイズ除去の効果をより的確に狙えるとともに、それ以外の周波数
帯における影響をより低減することができる。
【００１７】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、
　前記コアは、第１端および第２端に設けられた第１鍔部および第２鍔部と、前記第１鍔
部と前記第２鍔部とを接続する巻芯部とを有し、
　前記ワイヤは、前記巻芯部に巻回され、
　前記第１電極部、前記第２電極部、前記第３電極部および前記第４電極部は、前記第１
鍔部に設けられている。
【００１８】
　前記実施形態によれば、第１鍔部の端面を実装基板に実装するとき、コイルの巻回軸は
実装基板と垂直となり、いわゆる縦巻構造となる。コイルの巻回軸とは、コイルの螺旋の
中心軸をいう。これにより、コイルの浮遊容量は増加するため、自己共振周波数の調整幅
を大きくし、設計の自由度を向上させることができる。また、径の大きいワイヤであって
もコンパクトに巻回することができ、電流定格を向上させやすくなるので、ワイヤレス充
電用回路などの大電流が流れる回路により適切となる。
【００１９】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、
　前記コアは、第１端および第２端に設けられた第１鍔部および第２鍔部と、前記第１鍔
部と前記第２鍔部とを接続する巻芯部とを有し、
　前記ワイヤは、前記巻芯部に巻回され、
　前記第１電極部および前記第３電極部は、前記第１鍔部に設けられ、前記第２電極部お
よび前記第４電極部は、前記第２鍔部に設けられている。
【００２０】
　前記実施形態によれば、第１鍔部の側面および第２鍔部の側面を実装基板に実装すると
き、コイルの巻回軸は実装基板と平行となり、いわゆる横巻構造となる。これにより、コ
イルの浮遊容量を低減できるので、同じ径のワイヤを同じターン数巻回しても縦巻構造よ
り自己共振周波数を高周波側に位置させることができる。また、浮遊容量の低減により、
コイルのＱ値も向上する。
【００２１】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、定格電流は、１Ａ以上である。
【００２２】
　前記実施形態によれば、より大電流が流れる回路に対応が可能となる。
【００２３】
　また、コモンモードチョークコイルの一実施形態では、前記第１ワイヤ、前記第２ワイ
ヤのそれぞれの径は、１００μｍ以上である。
【００２４】
　前記実施形態によれば、より大電流が流れる回路に対応が可能となる。
【００２５】
　また、本開示の一態様であるワイヤレス充電用回路では、
　インバータと、
　コイルとコンデンサを含むＬＣ共振回路と、
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　前記インバータと前記ＬＣ共振回路の間に接続された前記コモンモードチョークコイル
と
を備える。
【００２６】
　前記実施形態によれば、高周波帯の外来ノイズの影響を受けにくく、送受電する電力の
マッチング精度が向上した高信頼性、高効率のワイヤレス充電用回路を提供できる。
【発明の効果】
【００２７】
　本開示の一態様によれば、低周波帯の電力を無線で送受電する回路において、高周波帯
の外来ノイズを除去するのに適切なコモンモードチョークコイルおよびそのようなコモン
モードチョークコイルを備えるワイヤレス充電用回路を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】コモンモードチョークコイルの第１実施形態を示す斜視図である。
【図２】コモンモードチョークコイルの底面図である。
【図３Ａ】コアにアルミナを用いたときのコモンモードでの周波数とインピーダンスの関
係を示すグラフである。
【図３Ｂ】コアにアルミナを用いたときのコモンモードでの周波数とインダクタンスの関
係を示すグラフである。
【図４Ａ】コアにフェライトを用いたときのコモンモードでの周波数とインピーダンスの
関係を示すグラフである。
【図４Ｂ】コアにフェライトを用いたときのコモンモードでの周波数とインダクタンスの
関係を示すグラフである。
【図５】コモンモードチョークコイルの第２実施形態を示す斜視図である。
【図６】ワイヤレス充電用回路の簡略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本開示の一態様を図示の実施の形態により詳細に説明する。
【００３０】
　（第１実施形態）
　図１は、本発明の第１実施形態のコモンモードチョークコイルの斜視図である。図２は
、コモンモードチョークコイルの底面図である。図１と図２に示すように、コモンモード
チョークコイル１は、コア１０と、コア１０に巻回された第１ワイヤ２１および第２ワイ
ヤ２２と、コア１０に設けられた４つの電極部３１～３４とを有する。
【００３１】
　コア１０は、巻芯部１３と、巻芯部１３の軸方向の第１端に設けられた第１鍔部１１と
、巻芯部１３の軸方向の第２端に設けられた第２鍔部１２とを有する。コア１０の材料と
しては、例えば、アルミナや樹脂などの非磁性の材料を用いる。
【００３２】
　巻芯部１３は、軸方向に沿って延在する。巻芯部１３には、その軸回りに、第１、第２
ワイヤ２１，２２が巻回されている。巻芯部１３の形状は、直方体である。なお、巻芯部
１３の形状は、円柱、三角柱、五角柱以上の多角柱などの他の形状であってもよい。
【００３３】
　第１鍔部１１は、巻芯部１３の第１端に接続される第１端面１１ａと、巻芯部１３（第
１端面１１ａ）と反対側の第２端面１１ｂとを有する。第２鍔部１２は、巻芯部１３の第
２端に接続される第１端面１２ａと、巻芯部１３（第１端面１２ａ）と反対側の第２端面
１２ｂとを有する。
【００３４】
　４つの電極部３１～３４は、第１鍔部１１の第２端面１１ｂに設けられている。図１と
図２では、分かりやすくするために、電極部３１～３４をハッチングで示している。電極



(6) JP 6885834 B2 2021.6.16

10

20

30

40

50

部３１～３４の材料としては、例えば、Ｎｉ／ＳｎでめっきされたＡｇ等を用いる。
【００３５】
　４つの電極部３１～３４は、それぞれ、略矩形の第２端面１１ｂの角部に設けられてい
る。第１電極部３１と第２電極部３２は、第２端面１１ｂの一辺方向に対向して配置され
、第３電極部３３と第４電極部３４は、第２端面１１ｂの一辺方向に対向して配置される
。第１電極部３１と第３電極部３３は、第２端面１１ｂの他辺方向に対向して配置され、
第２電極部３２と第４電極部３４は、第２端面１１ｂの他辺方向に対向して配置される。
【００３６】
　第１ワイヤ２１の両端２１ａ，２１ｂおよび第２ワイヤ２２の両端２２ａ，２２ｂは、
第１鍔部１１の第２端面１１ｂ上で、電極部３１～３４に接続されている。具体的に述べ
ると、第１ワイヤ２１の第１端２１ａは、第１電極部３１に電気的に接続され、第１ワイ
ヤ２１の第２端２１ｂは、第２電極部３２に電気的に接続される。第２ワイヤ２２の第１
端２２ａは、第３電極部３３に電気的に接続され、第２ワイヤ２２の第２端２２ｂは、第
４電極部３４に電気的に接続される。
【００３７】
　第１と第２ワイヤ２１，２２は、導線と導線を覆う被膜とを有する。第１と第２ワイヤ
２１，２２のターン数は、互いに同一である。第１ワイヤ２１は、単層の一次巻線を構成
し、第２ワイヤ２２は、単層の二次巻線を構成する。
【００３８】
　４つの電極部３１～３４は、図示しない実装基板の電極に電気的に接続され、これによ
り、コモンモードチョークコイル１は、実装基板に実装される。つまり、第１鍔部１１の
第２端面１１ｂは、実装基板に実装される実装面となる。このように、第１鍔部１１の第
２端面１１ｂを実装基板に実装するとき、コイル１は、いわゆる縦巻構造となる。このと
き、巻芯部１３の軸（コイルの巻回軸）が実装面と垂直となり、片側の第１鍔部１１のみ
に電極部３１～３４が形成され、第１、第２鍔部１１，１２が巻芯部１３の上下に配置さ
れる。
【００３９】
　コモンモードチョークコイル１は、以下の特性を有する。自己共振周波数は、７００Ｍ
Ｈｚ以上であり、かつ、１ＭＨｚ以下の周波数帯でのコモンモードインダクタンスは、３
００ｎＨ以下である。したがって、７００ＭＨｚ以上の高周波数帯で自己共振が発生し非
常に高いインピーダンスを示す一方、１ＭＨｚ以下の低周波数帯でのインダクタンスが低
い。
【００４０】
　このとき、自己共振が発生する特定の高周波域においてコモンモードノイズ除去の効果
が大きく発揮される。一方、低周波帯の電力を無線で送受電する回路が有するＬＣ共振回
路にコモンモードチョークコイル１のインダクタンスが与える影響は小さく、ＬＣ共振回
路の発振やマッチングへの悪影響を低減できる。したがって、低周波帯の電力を無線で送
受電する回路において、高周波帯の外来ノイズを除去するのに適切なコモンモードチョー
クコイル１が得られる。
【００４１】
　また、コモンモードチョークコイル１の第１鍔部１１の第２端面１１ｂを実装基板に実
装するとき、コイルの巻回軸は実装基板と垂直となり、いわゆる縦巻構造となる。コイル
の巻回軸とは、コイルの螺旋の中心軸をいう。これにより、コイルの浮遊容量は増加する
ため、自己共振周波数の調整幅を大きくし、設計の自由度を向上させることができる。ま
た、径の大きいワイヤであってもコンパクトに巻回することができ、電流定格を向上させ
やすくなるので、ワイヤレス充電用回路などの大電流が流れる回路により適切となる。
【００４２】
　好ましくは、７００ＭＨｚ以上の周波数帯でコモンモードインピーダンスが１８０Ω以
上である。これにより、高周波域でのノイズをより確実に除去できる。
【００４３】
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　好ましくは、自己共振周波数が７００ＭＨｚ、８００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、１．５Ｇ
Ｈｚ、１．７ＧＨｚ、２．０ＧＨｚ、２．４ＧＨｚのいずれか一つの周波数付近である。
上記の「付近」の意味として、具体的にはノイズ源の発振周波数に対して±１０％ 程度
のずれは許容される。これにより、携帯電話のキャリア周波数、無線ＬＡＮの通信周波数
などの外来ノイズの強度が大きな周波数付近で高いインピーダンスが得られるので、効果
的にイミニティーの対策が可能となる。
【００４４】
　好ましくは、第１、第２ワイヤ２１，２２のそれぞれの巻回数は、１ターン以上５ター
ン以下である。これにより、より確実に低インダクタンスを実現できると共に、コイルの
浮遊容量を小さくでき、より高い自己共振周波数を設定することができる。
【００４５】
　好ましくは、コモンモードインピーダンスについて、自己共振周波数におけるピーク値
の半値幅は、１００ＭＨｚ以下である。これにより、自己共振周波数におけるインピーダ
ンスの立ち上がりが鋭くなり、高周波域においてノイズ除去の効果をより的確に狙えると
ともに、それ以外の周波数帯における影響をより低減することができる。
【００４６】
　好ましくは、定格電流は、１Ａ以上である。これにより、より大電流が流れる回路に対
応が可能となる。好ましくは、第１、第２ワイヤ２１，２２のそれぞれの径は、１００μ
ｍ以上である。これにより、より大電流が流れる回路に対応が可能となる。
【００４７】
　以下、コモンモードチョークコイル１の実施例について説明する。ワイヤの径は、１９
０μｍである。コアの材料は、アルミナである。コアの外径は、５．０ｍｍ×３．６ｍｍ
×２．２ｍｍである。鍔部の厚みは、０．５９ｍｍである。コアの巻芯部のサイズは、□
１．５ｍｍであり、高さ０．７ｍｍである。ワイヤのターン数を２ターン～５ターンとし
た単層、縦巻の特性データを示す。
【００４８】
　図３Ａは、コモンモードでの周波数とインピーダンスの関係を示し、図３Ｂは、コモン
モードでの周波数とインダクタンスの関係を示す。図３Ａと図３Ｂでは、５ターンをａの
グラフで示し、４ターンをｂのグラフで示し、３ターンをｃのグラフで示し、２ターンを
ｄのグラフで示す。また、図３Ａと図３Ｂのデータを表１に示す。
【００４９】
【表１】

【００５０】
　図３Ａと図３Ｂと表１に示すように、この実施例では、７００ＭＨｚ以上の高周波数領
域でのインピーダンスを高くでき、かつ、１ＭＨｚ以下の周波数帯でのインダクタンスを
低くできる。
【００５１】
　ここで、コアに磁性材料を使用すると、スネークの限界から周波数が数百ＭＨｚ以上で
は透磁率が下がるため高周波域で高インピーダンスを得ることができないが、コアに非磁
性材料を使用することで、この現象を避けることができる。
【００５２】
　また、インダクタンスはコア材の透磁率に比例するため、コア材に非磁性材料を使用す
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ることで、インダクタンスは自己共振周波数以外では磁性材料コアに比べ低い値となる。
また、ノイズ源の発振周波数付近に自己共振周波数を設定することで、当該周波数では、
コアが非磁性材料であっても、高いインピーダンスを得ることができ、十分なノイズ低減
効果が得られる。なお、上記において、ノイズ源の発振周波数と自己共振周波数は完全に
は一致している必要はない。ノイズ源の発振周波数において、必要なインピーダンスが維
持できていれば、自己共振周波数が多少ずれていてもよく、自己共振周波数はノイズ源の
発振周波数「付近」であればよい。なお上記の「付近」の意味として、具体的にはノイズ
源の発振周波数に対して±１０％程度のずれは許容される。
【００５３】
　これに対して、コア材としてフェライトを用いたときの特性データを図４Ａと図４Ｂに
示す。図４Ａは、コモンモードでの周波数とインピーダンスの関係を示し、図４Ｂは、コ
モンモードでの周波数とインダクタンスの関係を示す。図４Ａでは４種類の比較例のデー
タを示し、図４Ｂでは３種類の比較例のデータを示す。図４Ａと図４Ｂに示すように、７
００ＭＨｚ以上の高周波数領域でのインピーダンスが低くなり、かつ、１ＭＨｚ以下の周
波数帯でのインダクタンスが高くなる。具体的に述べると、インピーダンスは、１８０Ω
以下となり、インダクタンスは、３００ｎＨを越え、本実施形態の範囲外となる。
【００５４】
　（第２実施形態）
　図５は、コモンモードチョークコイルの第２実施形態を示す斜視図である。第２実施形
態は、第１実施形態とは、電極部の位置が相違する。この相違する構成を以下に説明する
。その他の構成は、第１実施形態と同じ構成であり、第１実施形態と同一の符号を付して
その説明を省略する。
【００５５】
　図５に示すように、第２実施形態のコモンモードチョークコイル１Ａでは、第１電極部
３１と第３電極部３３は、第１鍔部１１の巻芯部１３の軸に沿った側面１１ｃに設けられ
、第２電極部３２と第４電極部３４は、第２鍔部１２の巻芯部１３の軸に沿った側面１２
ｃに設けられている。
【００５６】
　第１鍔部１１の側面１１ｃは、第１端面１１ａと第２端面１１ｂの間に接続され、第２
鍔部１２の側面１２ｃは、第１端面１２ａと第２端面１２ｂの間に接続されている。第１
鍔部１１の側面１１ｃと第２鍔部１２の側面１２ｃは、同一方向を向く。
【００５７】
　４つの電極部３１～３４は、図示しない実装基板の電極に電気的に接続され、これによ
り、コモンモードチョークコイル１は、実装基板に実装される。つまり、第１鍔部１１の
側面１１ｃと第２鍔部１２の側面１２ｃは、実装基板に実装される実装面となる。このよ
うに、第１鍔部１１の側面１１ｃと第２鍔部１２の側面１２ｃを実装基板に実装するとき
、コイル１は、いわゆる横巻構造となる。このとき、巻芯部１３の軸（コイルの巻回軸）
が実装面と平行となり、両側の第１、第２鍔部１１，１２に電極部３１～３４が形成され
、第１、第２鍔部１１，１２が巻芯部１３の水平方向の左右に配置される。
【００５８】
　したがって、第１鍔部１１の側面１１ｃと第２鍔部１２の側面１２ｃを実装基板に実装
するとき、コイルの巻回軸は、実装基板と平行となり、いわゆる横巻構造となる。これに
より、コイルの浮遊容量を低減できるので、同じ径のワイヤを同じターン数巻回しても縦
巻構造より自己共振周波数を高周波側に位置させることができる。また、浮遊容量の低減
により、コイルのＱ値も向上する。
【００５９】
　（第３実施形態）
　図６は、本発明の一態様のワイヤレス充電用回路の一種である送電回路の簡略構成図を
示す。図６に示すように、送電回路５は、インバータ５１と、ＬＣ共振回路５４と、イン
バータ５１とＬＣ共振回路５４の間に接続された前記第１実施形態のコモンモードチョー
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態のコモンモードチョークコイル１Ａであってもよい。
【００６０】
　送電回路５は、例えば、ワイヤレス充電器として被充電対象機器に対して充電用の電力
を無線で送電する用途に用いられる。インバータ５１は、電源５０に接続される。ＬＣ共
振回路５４は、送電コイル５２と、送電コイル５２に接続されるコンデンサ５３とを含む
。
【００６１】
　したがって、前記送電回路５によれば、高周波帯の外来ノイズの影響を受けにくく、送
受電する電力のマッチング精度が向上した高信頼性、高効率のワイヤレス充電用回路を提
供できる。
【００６２】
　なお、上記実施形態では送電回路の例を挙げたが、コモンモードチョークコイル１を用
いるワイヤレス充電用回路としては、受電回路（被充電対象機器側の充電用回路）であっ
てもよい。例えば、図６において、電源５０を二次電池に置き換えることは可能である。
【００６３】
　なお、本開示は上述の実施形態に限定されず、本開示の要旨を逸脱しない範囲で設計変
更可能である。例えば、第１から第３実施形態のそれぞれの特徴点を様々に組み合わせて
もよい。
【００６４】
　前記実施形態では、ワイヤの数量を２本として、単層の一次巻線と二次巻線としている
が、多層の一次巻線と二次巻線としてもよい。また、ワイヤの数量は２本より多くしても
よい。
【符号の説明】
【００６５】
　１，１Ａ　コモンモードチョークコイル
　５　送電回路
　１０　コア
　１１　第１鍔部
　１１ａ　第１端面
　１１ｂ　第２端面
　１１ｃ　側面
　１２　第２鍔部
　１２ａ　第１端面
　１２ｂ　第２端面
　１２ｃ　側面
　１３　巻芯部
　２１，２２　第１、第２ワイヤ
　３１～３４　第１～第４電極部
　５０　電源
　５１　インバータ
　５２　送電コイル
　５３　コンデンサ
　５４　ＬＣ共振回路
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